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■策定した BCP のポイント 

・国土交通省による「建設会社における災害時の事業継続力認定」をきっかけに BCP 策定に

着手した。 

・BCP に定めた対応フローを平時業務にも活用しており、平時業務の実行が BCP の対応力向

上にも活きる仕組みとなっている。 

 

Q.会社の概要を教えてください。 

当社は、建築および土木事業を営む千葉県銚子市に立地する総合建設業の企業です。 

 

Q.策定した BCP の概要を教えてください。 

「震災発生時には、建設会社の社会的責任としてインフラ復旧工事に積極的に協力する

とともに、自社施工中現場、竣工物件の早期復旧に全力を傾注する。」という当社の BCP の

意義に示しているとおり、地震や大型の台風襲来時においても建設会社の社会的責任を果

たせるように計画を策定しています。 

令和元年 9 月台風第 15 号の際も、BCP の内容に従い、安否確認を早急に行うとともに、

建設業協会からの要請に従い、館山市周辺で復旧活動を行いました。 

 

Q.BCP 策定過程で苦労したことは何ですか？ 

具体的な内容となりますが、社内の連絡網の整備が大変でした。一斉メール通知を行うこ

とを考えていたのですが、これまで社内であまり使っていなかったメールの機能であった

こともあり、社内の理解を得るのに時間を要しました。 

また、毎年 6 回ほど訓練を行っているのですが、訓練も平日に行う必要があり、現場を抱

えている社員の日程を調整することに毎回苦労しています。重要なことではありますが、

BCP の取組について社内の理解を得続ける工夫が重要と考えています。 

 

Q.現状、計画に基づき具体的に行っていることは何ですか？ 

先程も述べたとおり、訓練を行っています。また、年 2回ほど、安否確認システムの操作

訓練も行っています。 

 



Q.日常業務で BCP を策定した効果はありますか？ 

平時においても、役所から道路凍結防止のための対応や、陥没への対応について、緊急工

事の依頼を受けることがあります。それらの工事について、BCP で整理した対応手順（「役

所から業務班の班長が連絡をうけ、社内関係各所へ報告を実施。社内で協議の上、対応方針

を決定したのち、業務に着手する。」という流れ）が活用できています。 

また、平時から BCP に記載した流れで対応しているため、いざ災害が発生し BCP を発動

した際も、混乱することなくスムーズに対応を実行できると考えています。 

 

Q.BCP を今後会社の企業経営にどう生かしたいですか？ 

社内だけでなく協力業者とも速やかに連絡を取れる体制を構築し、災害時においていち

早く社会の復旧に資する活動を開始できるようにしたいと考えています。 
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